






















『もゝちとり』を翻刻し、 これまでに三回に亘り発表した。 （ 『清心語文』第一二号～第一四号所載）今回は、真頼及び師黒川春村の生い立ち、 『もゝちとり』
（注１）
の書誌、春村書入れの評語、





















二（一八四九）年には『宋 世の物語』 、 『からくにの物語』 、 『山吹物語』 （成立年代不詳） などを執筆している。二五歳 時、 『新撰上野国志沿革図説』 、翌年 皇国沿革図説 などを精力的に著している。　
慶応二（一八六六）年、 三八 の時、 師春村が六八歳で病没。




















ら大かたは優に聞え侍り」 、冬部には「大かた捨かたくおほえられはへり」 、恋部には「めつらかなるもすくなからて感気ふかく覚え申候」 、雑部には「すへてわろしとには侍らねといますこし秀逸あれと思ふこゝろなきにしも侍らす」 と記してい　
次に『もゝちとり』における春村書入れの評語類についてま
とめてみる。 評語類は各歌の左側上部及び下部 記され い 。そのうち、題意や詞遣いなど、和歌 関する基本的な指導 書入れは主に左側上部に、 また、 一首の総合的な歌の評価と て、


















「よろし」 「今すこし」などの評語は左側下部に記されている。評価の段階順に評語を分類すると、ことによろし／いとよろし／よろし／よろしくや／今すこし／の順に区別されている。また、最上級の評語と て「いみし」 「すくれてよろしく聞こゆ」などの評語が稀にみられる。 「よろし」と「よろしくや」の区別は「よろし」は良いで、 「よろしくや はまあまあ良いであろう。合点の有無によってもその区別は明らかにされており、「よろし」の歌には合点が施され、 「よろしくや の歌には合点はない。　
真頼の年譜によると二〇歳の頃、嘉永元（一八四八）年八月




























































































ている。 真頼の念頭にはあるいはこの歌 あったかもしれない。しかし真頼の歌の主眼は、吉野川の激流 水しぶきを白 花び







































































のみで、 「植わけにけり」を「植わたしつゝ」と添削してい 。夕方田植えの終わった田の情景が目に浮かぶ うな美しい歌である。 「早苗」 露」 「月の影 など詞のイメージが爽やか 、一首からは、おおらかさ、伸びやかさが伝わってくる。さらに
一〇
る歌であり、 「評判が立つ」と「煙が立つ」を掛けている。古歌では、恋の葛藤を「塵」 ・ 「雲」 ・ 「煙 などによって表現しているが、真頼の歌は、恋の噂 立つ名」と馬の「手綱」を掛けてい 。馬の手綱さばきが難しいように、恋の噂が立って苦しい思いをしている、という意で、 「ものゝふ の恋 苦しさをよんでいる。 「も ゝふ」 馬場」は「駒」の縁語である。「ものゝふ」という詞からは、 「戦う勇猛な武士」を想像するが、この表現は、 『平家物語』に
たけきもののふ共もみな袖をぞぬらしける （ 「大納言流罪」 ）

























































を想起させる。しかし真頼 自分の庭に呉竹を植え、 そこを 「隠れ家」にしたいという思 をよんでいる。 「窓の呉竹」 いう歌語を用いることによっ 、漢詩的イメージをかも 出している。　
初句「しけれたゝ」は「ひたすら繁っておくれ」と、まっす
ぐに言い放っている。結句「窓の呉竹」に対する強い呼び けであり、初句切れの技法が効いて る。 「 けれたゝ」 用例は少なく、勅撰集には二例あるが、初句に用いられているのは
一二
に取り入れてよんでいる。 「みじか夜」の歌は「窓の呉竹」の初出である。 「風わたる」 の歌もこの白居易の漢詩が本説である。また『和漢朗詠集』には「閑居」題で「竹窓 語句がみえる。
晦跡未抛苔径月、避喧猶臥竹窓風
（和漢朗詠集・下・閑居・六二一・白居易）




によろし」と評された歌を取り上げて考察した。真頼 二一歳という若年ながら、 これまでにすでに『万葉集』 、 『古今集』 、 『新古今集』 、 『新勅撰集』 、 『和漢朗詠集』などを学び、和歌の基本、


































































































八月新勅撰愚考を撰し、師春村翁に一覧 請ひしかば翁朱書きして注意するところあり、 最後に記して曰 「コレハイトヨロシキコトナリ猶イクタビモ註シ試ミタマヘカシ」と奨勵せらる。
と記されている。
　
５
　『国史大辞典』 （吉川弘文館、平成二年八月）
　
６
　『慶長以来国学者史伝』に
春村、資性篤実なりき。人に物を依頼せらるゝ時は、残る所なく穿索して、更に自他の別なしといふ。万事真心を以て人に接するが故に、都下の人とは思はれずといふ。
